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家畜伝染病予防法に基づく所持規制の対象となる鳥インフルエンザウイルス

高病原性鳥インフルエンザ
ウイルス
（家畜伝染病病原体）

低病原性鳥インフルエンザ
ウイルス
（家畜伝染病病原体）

低病原性鳥インフルエンザ
ウイルス
（届出伝染病等病原体）

対象外（※）

※ 家伝法の所持規制の対象外となるインフルエンザウイルスであっても、家きんへの接種試験を行う場合には、学術研究機関の指定が必要。

以下のうち、いずれかを満たす場合は、家きんに対して病原性が高いと判断する。
① 週齢が満６週の鶏におけるIVPIが1.2を超えること。
② 週齢が満４週以上満８週以下の鶏に静脈内接種した際の当該鶏の死亡率が75パーセント以上
であること。
③ 血清亜型がH5又はH7であつて、ヘマグルチニン分子の開裂部位に複数の塩基性アミノ酸があ

り、かつ、そのアミノ酸配列がこの号に掲げる病原体であると確認されたものと類似のものであると
推定されること。

⑤ A/duck/Hokkaido/Vac-3/2007（H5N1）
⑥ A/common magpie/Hong Kong/5052/2007（H5N1）（SJRG-166615）
⑦ A/Ezo red fox/Hokkaido/1/2022(H5N1)(NIID-002)
⑧ A/turkey/Turkey/1/2005（H5N1）（NIBRG-23）
⑨ rg A/bar-headed goose/Qinghai lake/1a/05［R］6＋2（163222）
⑩ rg A/whooper swan/Mongolia244/05［R］6＋2（163243）

ワクチン株は、家伝法施行規則で定める10株
① A/chicken/Mexico/232/94/CPA（H5N2）
② A-H5N9 TW68 Bio
③ A/duck/Hokkaido/Vac-1/04（H5N1）
④ A/duck/Hokkaido/Vac-2/04（H7N7）
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